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【序論】  

先行研究から La2-xSrxCoO4（LSCoO）(x=0.5)では、電気抵抗からは Tco=825(20)K で、中性子散乱

実験からは約 800 K 以下で Co2+/Co3+のチェッカーボード型の電荷秩序することが知られている

[1]。さらに格子非整合な反強磁性が 60 K 以下で観測されることからストライプ秩序との関連が

示唆されている[1-3]。また、Sr が Ca に置換された La2-xCaxCoO4の x=0.4, 0.6 においても、ラマン

散乱測定から電荷秩序に伴う対称性の変化が報告されているが、これ以降の濃度については明ら

かになっていない[3-4]。そこで、LSCoO の x=0.7以降の濃度について注目し、AC電流による電気抵

抗率の温度依存性の周波数変化及び磁気抵抗効果から電荷秩序の観測をした。 

【実験方法】 

La(OH)3と SrCO3、Co3O4を原料として固相反応法でLSCoO (x = 0.7, 0.75, 0.8, 0.9)の合成を行った。

800 ℃で仮焼き後、1000 ℃×12 hで焼成した後、プレスで成形して、Ar雰囲気下 1250 ℃で焼結させた。

試料は、粉末 X 線回折(XRD)実験と磁化測定から試料評価を行った。磁気抵抗効果の測定は、0 T と 7 

Tの電気抵抗率を f =1, 100, 1k Hzの測定を行うことで見積もった。 

【結果】 

  いずれの試料も粉末 XRD 及び磁化率の温度依存性から 113 相を含む不純物は検出されなかった。

LSCoO の AC 電気抵抗率の温度依存性は、x=0.7 では約 340 K 付近から周波数に依存性が表れ始め

るとともに、磁気抵抗比でもピークを示した（図 1）。x = 0.8, 0.9でも、同様に周波数に依存する振る舞いを

示したが、磁気抵抗比では明確にピークを確認することができなかった。 

【考察】 

周波数に依存する電気抵抗率の温度依存性を観測

したことから電荷秩序による誘電成分を観測したと考え

られる。また、磁気抵抗比のピークは、この温度とほぼ

一致し、さらに相図において x=0.5まで外挿すると先行

研究の中性子回折実験で報告されているストライプ構

造に起因した電荷秩序温度 TCO に一致することから、

起源を同じくする電荷秩序であると考えられる。 
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図 1  LSCoO (x = 0.7)の AC電気抵抗の温度依存性. 

挿入図は 7T との磁気抵抗比. 


